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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

ニュースガイド

２面　山梨大と連携協定／大多喜高

とも協定／瀬戸熊理事長が私

学研修福祉会理事長に／名誉

教授に２氏／令和５年度入試

日程

３面　古賀さん国際会議で受賞／全

日本理工科柔道女子で本山選

手優勝／中川助教・ＳＡＬチ

ームの公共施設利用アプリが

現場へ／ＰＭ国際資格に最多

61人合格

４、５面　令和３年度決算を承認／

学生共済会予算、決算を承認

６面　６月オープンキャンパス開く

／環境科学研・村上研、ふな

ばし環境フェアに出展／令和

４年度ＰＰＡ地区懇談会会場

一覧

新実験棟が落成 津田沼

　津田沼キャンパスに、都市環境工学科、建築学科などの実験室機能を移設

し集約した新実験棟＝写真＝の建物が完成し、７月４日、瀬戸熊修理事長、

松井孝典学長ら関係者約60人が出席して竣工式が行われた。

　
竣
工
式
に
続
き
、
直な

お

会ら
い

の

席
で
、
瀬
戸
熊
理
事
長
は

「
ま
た
一
つ
、
学
生
の
た
め

の
教
育
環
境
が
整
い
、
喜
ば

し
い
限
り
で
す
。
事
故
な
ど

な
く
無
事
に
竣
工
で
き
た
こ

と
に
感
謝
い
た
し
ま
す
」

と
、
関
係
者
一
同
に
お
礼
の

言
葉
を
述
べ
て
、
竣
工
を
祝

っ
た
。

　
新
実
験
棟
は
鉄
骨
造
り
３

階
建
て
で
、
延
べ
床
面
積
２

２
８
７
平
方
㍍
、
高
さ
約
17

㍍
。
こ
れ
ま
で
キ
ャ
ン
パ
ス

の
東
側
に
あ
っ
て
老
朽
化
し

て
い
た
土
木
・
建
築
関
係
の

実
験
室
・
研
究
室
を
移
設

し
、
新
た
に
構
造
材
料
実
験

室
、
水
理
実
験
室
、
土
質
実

験
室
な
ど
と
し
て
配
置
さ
れ

る
。

　
新
実
験
棟
北
側
の
フ
ァ
サ

ー
ド
は
、
外
壁
が
木
調
ル
ー

バ
ー
（
平
行
に
並
べ
た
細
長

い
羽
板
）
の
曲
面
で
柔
ら
か

く
包
ま
れ
た
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク

な
デ
ザ
イ
ン
。
機
能
上
、
固

く
な
り
が
ち
な
イ
メ
ー
ジ
を

覆
す
建
物
で
、
緑
に
包
ま
れ

た
キ
ャ
ン
パ
ス
に
溶
け
込
ん

で
い
る
。

　「
自
由
で
や
わ
ら
か
い
発

想
を
刺
激
し
、
未
来
に
向
け

た
新
し
い
発
見
を
も
た
ら
す

研
究
が
行
え
る
環
境
を
」
と

設
計
さ
れ
た
と
い
う
。

　
内
部
の
新
設
備
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
実
験
へ
対
応
の
幅
が

広
が
っ
た
。
南
側
外
部
に
は

設
備
シ
ャ
フ
ト
が
設
け
ら

れ
、
将
来
の
設
備
拡
張
に
対

応
で
き
る
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

３
階
建
て
、土
木
建
築
の
機
器
充
実▶

　
構
造
材
料
実
験
室

９
月
か
ら

供
用
開
始

構
造
に
な
っ
て
い
る
。

　
直
会
の
締
め
く
く
り
で
、

竹
田
康
宏
常
務
理
事
（
建
築

56
年
卒
）
は
42
年
前
、
当
時

の
土
木
建
築
実
験
室
で
研
究

に
励
ん
だ
思
い
出
を
語
り
、

新
装
な
っ
た
実

験
室
で
教
育
研

究
や
卒
論
、
修

論
に
成
果
を
出

し
て
ほ
し
い
と

望
ん
だ
。

　
新
実
験
棟
は

今
し
ば
ら
く
、

機
器
搬
入
や

移
転
作
業
が
続

き
、
そ
の
後
、

９
号
館
と
し
て

９
月
か
ら
供
用

開
始
さ
れ
る
予

定
。

▶
　開
放
的
な
ロ
ビ
ー
、談
話
コ
ー
ナ
ー
も

　自律型ロボットの世界競技「ロボカップ2022」
は７月11～16日、タイ・バンコクの国際展示セン
ターに45カ国400チームが参加して競技や展示会
が行われ、サッカーヒューマノイドリーグ・キッ

ドサイズ部門で千葉工大「CIT Brains」チームが

優勝＝写真。バーチャル大会で１位に輝いた昨年

に続き、実機戦が復活した今年も連覇を飾った。

混合競技のドロップイン部門でも１位、性能を競

うテクニカルチャレンジでは３位に入賞した。　

　　　　　　　　　　　（詳報は８・９合併号に）

CIT Brains世界連覇
ロボカップ'22バンコク大会

▶ ７月４日に行わ  
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と
中
間
校
長
が
協
定
書
に
署

名
し
た
。
次
い
で
瀬
戸
熊
修

理
事
長
か
ら
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
１
７

０
台
が
中
間
校
長
に
直
接
手

渡
さ
れ
た
。
本
学
学
生
に
貸

与
さ
れ
て
い
た
ｉ
Ｐ
ａ
ｄ
は

こ
れ
ま
で
包
括
連
携
協
定
を

締
結
し
た
市
や
町
に
寄
贈
さ

れ
て
き
た
が
、
高
校
へ
の
寄

贈
は
初
め
て
。
今
後
の
連
携

教
育
に
使
用
さ
れ
る
。

　
協
定
で
は
、
本
学
教
員
や

教
職
課
程
を
履
修
す
る
学
生

ら
が
、
講
座
な
ど
を
通
し
て

生
徒
た
ち
に
「
論
理
的

に
考
え
て
意
見
を
整
理

し
た
り
、
表
現
し
た
り

す
る
」
理
系
能
力
が
育

つ
よ
う
支
援
す
る
。

　
中
間
校
長
が
連
携
教

育
に
期
待
を
述
べ
た
の

に
対
し
、
瀬
戸
熊
理
事

長
は
「
枠
に
と
ら
わ
れ

ず
、
好
奇
心
を
持
っ
て

夢
に
向
か
っ
て
ほ
し

い
」
と
生
徒
た
ち
を
励

ま
し
た
。

　
式
後
、
１
年
生
に
、

惑
星
学
者
で
知
ら
れ
る

芳
秀
校
長
）
は
６
月
27
日
、

包
括
的
な
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。
協
定
式
は
大
多
喜
高

で
行
わ
れ
、
松
井
孝
典
学
長

　
本
学
と
山
梨
大
は
６
月
20

日
、
教
育
・
研
究
で
包
括
的

な
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

両
大
学
が
国
立
・
私
立
の
枠

を
超
え
て
連
携
を
深
め
る
こ

と
で
相
互
に
発
展
し
、
学
術

・
産
業
の
進
展
と
人
材
の
育

成
に
寄
与
す
る
の
が
目
的
。

　
締
結
式
は
山
梨
大
大
村
智

記
念
学
術
館
大
村
記
念
ホ
ー

ル
（
甲
府
市
）
に
両
大
学
の

役
員
ら
が
出
席
し
て
行
わ

れ
、
本
学
の
瀬
戸
熊
修
理
事

長
、
松
井
孝
典
学
長
と
山
梨

大
の
島
田
眞
路
学
長
が
協
定

書
に
署
名
し
た
。
　
　

　
今
後
、
教
育
面
で
は
大
学

院
生
の
単
位
互
換
や
各
研
究

セ
ン
タ
ー
で
の
学
部
生
・
院

生
の
研
修
、
キ
ャ
リ
ア
教
育

の
交
流
な
ど
を
予
定
。
研
究

面
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
、
惑
星
探

査
、
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
医
学
、
生
命
環
境
学
の

各
分
野
で
リ
ソ
ー
ス
（
資

材
）を
相
互
提
供
し
て
い
く
。

令和５(2023)年度　千葉工業大学入学試験日程
総合型・学校推薦型・特別・編入学

試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

総合型（創造）選抜
〔書類審査・課題演習・面接〕 ９/15（木）～9/30（金）（消印有効） 10／15（土）

　　16（日） 11／１（火）

学校推薦型選抜（公募制）
〔書類審査・読解力テスト・面接〕

11／２（水）～11／９（水）（消印有効）
※サテライト試験場（札幌・仙台・名古屋・
大阪・福岡）を開設し、サテライト試験場
における受験者の面接はオンライン形式
で実施

11／27（日） 12／１（木）
学校推薦型選抜（専門高校）
〔書類審査・読解力テスト・面接〕
学校推薦型選抜（指定校制）
【一般高校・専門高校】
〔書類審査・小論文・面接〕

11／２（水）～11／９（水）（消印有効）
11／20（日）
　　 12／１（木）

学校推薦型選抜（帰国生徒指定校制）
〔書類審査・小論文・面接〕 10／24（月）～11／９（水）（消印有効）

特別選抜（帰国生徒）
〔書類審査・小論文・面接〕

10／24（月）～11／９（水）（消印有効） 11／26（土） 12／１（木）
特別選抜（社会人）
〔書類審査・小論文・面接〕
特別選抜（外国人留学生）
〔書類審査・面接・日本留学試験結果〕 ９/26（月）～10/６（木）（必着） 11／26（土） 12／１（木）

編入学選抜
〔書類審査・小論文・面接〕3年次受入れ ９/26（月）～10/６（木）（必着） 11／26（土） 12／１（木）

編入学選抜（指定校制・高等専門学校）　　
〔書類審査・面接〕3年次受入れ ９/26（月）～10/６（木）（必着） 〔指定校制〕11／20（日）

〔高等専門学校〕11／26（土） 12／１（木）

【一般選抜】大学入学共通テスト利用入学試験・大学独自入学試験
試験種別 願書受付期間 試験日 合格発表日

大学入学共通テスト利用入学試験【前期】
（全学部･全学科入試） 12／22（木）～１／13（金）（消印有効）

１／14（土）
　　15（日）

大学入学共通テスト
（本学個別試験なし）

２／10（金）

大学入学共通テスト利用入学試験【中期】
（全学部･全学科入試） ２／６（月）～２／16（木）（消印有効）

１／14（土）
　　15（日）

大学入学共通テスト
（本学個別試験なし）

２／22（水）

大学入学共通テスト利用入学試験【後期】
（全学部･全学科入試） ２／20（月）～３／４（土）（消印有効）

１／14（土）
　　15（日）

大学入学共通テスト
（本学個別試験なし）

３／８（水）

大学独自入学試験Ａ日程入学試験
（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

12／22（木）～１／31（火）（消印有効）
２／１（水）
　　２（木）
　　３（金）
　　４（土）

２／８（水）

大学独自入学試験SＡ日程入学試験
（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉

２／10（金）

大学独自入学試験Ｂ日程入学試験
（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）

２／６（月）～２／16（木）（消印有効）） ２／17（金）
　　18（土） ２／22（水）

大学独自入学試験SＢ日程入学試験
（試験日自由選択方式、
全学部･全学科入試〈同日併願方式〉）
大学独自入学試験Ｃ日程入学試験
（全学部･全学科入試〈同日併願方式〉） ２／20（月）～３／４（土）（消印有効） ３／５（日） ３／８（水）

(新型コロナウイルス感染症対策の影響により試験日程などが変更になる場合があります)

　
本
学
で
長
年
、
教
鞭
を
と

り
、
学
術
の
向
上
に
寄
与
し

た
２
氏
に
、
４
月
25
日
付
で

千
葉
工
業
大
学
名
誉
教
授
の

称
号
が
授
与
さ
れ
た
。

　
名
誉
教
授
と
な
っ
た
の
は

元
社
会
シ
ス
テ
ム
科
学
部
教

育
セ
ン
タ
ー
教
授
の
赤
澤
元

務
氏
（
専
門
は
ド
イ
ツ
語

・
ド
イ
ツ
文
学
）
と
、
元

情
報
工
学
科
教
授
の
矢
野

博
夫
氏
（
専
門
は
音
響
工

学
・
建
築
音
響
・
騒
音
な

ど
）。

　
一
般
財
団
法
人
私
学
研
修

福
祉
会
の
理
事
長
に
本
学
の

瀬
戸
熊
修
理
事
長

写
真

が
７
月
１
日
付
で
就
任
し

た
。
初
代
理
事
長

（
大
浜
信
泉
・
早
稲

田
大
総
長

１
９
５

６
〜
57
年
）
か
ら
数

え
て
20
代
目
の
理
事

長
と
な
る
。

　
同
会
は
私
学
教
職

員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
た

め
１
９
５
６
（
昭
和
31
）
年

に
設
立
。
２
０
１
２
（
平
成

24
）
年
、
一
般
財
団
法
人
に

認
可
さ
れ
た
。
幼
稚
園
か
ら

大
学
ま
で
の
私
学
教
職
員
を

対
象
に
、
国
内
外
で
の
各
種

研
修
や
研
修
成
果
の
刊
行
事

業
を
展
開
。
私
学
教
職
員
の

福
利
厚
生
を
目
的
と
し
て
私

学
会
館
（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
）

を
運
営
。
宿
泊
、
レ
ス
ト
ラ

ン
、
貸
会
議
室
な
ど
私
学
の

中
央
セ
ン
タ
ー
の
役
割
を
果

た
し
て
い
る
。

私
学
研
修
福
祉
会
理
事
長
に
就
任

瀬戸熊理事長

　
島
田
山
梨
大
学
長
は
「
今

回
の
協
定
が
両
大
学
の
教
育

研
究
水
準
を
向
上
さ
せ
、
社

会
が
求
め
る
課
題
解
決
や
、

地
域
の
発
展
、
そ
れ
を
支
え

る
科
学
技
術
の
進
展
に
寄
与

す
る
と
確
信
し
て
い
る
」。

松
井
学
長
は
「
私
立
大
・
国

立
大
の
枠
組
み
に
と
ら
わ
れ

ず
人
材
育
成
、
教
育
研
究
を

積
極
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
締
結
式
後
、
会
場
で
記
念

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
開
か
れ
、

山
梨
大
前
工
学
部
長
の
熊

田
伸
弘
理
事
・
副
学
長
が

「
山
梨
大
工
学
部
98
年
の
歴

史
」、
本
学
未
来
ロ
ボ
ッ
ト

技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
（
ｆ
ｕ

Ｒ
ｏ
）
所
長
の
古
田
貴
之
常

任
理
事
が
「
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

と
未
来
社
会
」
に
つ
い
て
講

演

写
真
右
。
双
方
の
教
職

員
、
院
生
・
学
生
ら
約
１
１

０
人
が
聴
講
し
た
。

　
古
田
所
長
は
「
技
術
は
単

な
る
ツ
ー
ル
で
す
。
料
理

の
野
菜
と
同
じ
で
、
こ
れ

を
使
っ
て
い
か
に
お
い
し

く
料
理
を
作
る
か
が
大

事
。
み
ん
な
の
口
に
わ
た

っ
て
、
お
い
し
い
と
思
え

る
も
の
に
し
な
い
と
い
け

な
い
」
と
ロ
ボ
ッ
ト
技
術

の
社
会
実
装
を
説
い
た
。

　
さ
ら
に
、
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
が
パ

ナ
ソ
ニ
ッ
ク
と
共
同
開
発
し

た
ロ
ボ
ッ
ト
掃
除
機
「
ル
ー

ロ
」
や
、
ア
イ
シ
ン
精
機
と

共
同
開
発
し
た
パ
ー
ソ
ナ
ル

モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
「
Ｉ
Ｌ
Ｙ-

Ａ
」
を
紹
介
し
、「
私
が
行

っ
て
き
た
こ
と
は
い
か
に
ロ

ボ
ッ
ト
技
術
を
世
の
中
に
普

及
し
て
い
く
か
で
す
」
と
語

っ
た
。
山
梨
大
と
の
連
携
協

定
に
つ
い
て
は
「
誰
に
も
で

き
な
い
基
礎
技
術
を
作
り
、

早
く
世
の
中
に
届
け
る
。
そ

の
志
は
山
梨
大
と
同
じ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
」と
述
べ
た
。

山梨大と本学、連携協定
■　国立・私立の枠超え　学術教育に寄与

　
本
学
と
県
立
大
多
喜
高
校

（
夷
隅
郡
大
多
喜
町

中
間

大
多
喜
高
と
も
連
携
協
定

■
　本
学
、理
系
教
育
を
支
援

松
井
学
長
が
「
世
界
初
の
、

火
星
域
か
ら
の
サ
ン
プ
ル
リ

タ
ー
ン
を
目
指
す
Ｍ
Ｍ
Ｘ
探

査
」
と
題
し
て
記
念
講
演
を

行
っ
た
。

　
松
井
学
長
は
「
未
来
に
希

望
が
持
て
る
話
を
し
て
ほ
し

い
と
い
う
要
望
に
応
え
、
皆

さ
ん
が
高
校
、
大
学
を
卒
業

す
る
７
年
後
に
起
き
る
で
あ

ろ
う
、
日
本
が
世
界
に
誇
れ

る
未
来
の
話
を
し
た
い
と
考

え
ま
し
た
」
と
前
置
き
。

　
宇
宙
航
空
研
究
開
発
機
構

（
Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
）
が
２
０
２
４

年
に
打
ち
上
げ
、
今
か
ら
７

年
後
の
29
年
に
帰
還
を
目
指

し
て
い
る
火
星
衛
星
探
査
計

画
（
Ｍ
Ｍ
Ｘ
）
に
つ
い
て
、

は
や
ぶ
さ
、
は
や
ぶ
さ
２
の

路
線
を
引
き
継
い
で
、
米
航

空
宇
宙
局（
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ
）に
先

駆
け
て
火
星
圏
か
ら
試
料
を

持
ち
帰
る
計
画
を
説
明
し

た
。
そ
し
て
「
初
め
て
火
星

軌
道
上
か
ら
試
料
を
持
ち
帰

る
こ
と
で
、
生
命
の
起
源
に

か
か
わ
る
大
発
見
が
も
た
ら

さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
」

と
語
っ
た
。

名
誉
教
授
に
２
氏

（左から）松井学長、中間校長、瀬戸熊理事長
　㊦松井学長の講演を聴く１年生たち

赤澤　元務氏

矢野　博夫氏

協定式で（左から）島田学長、瀬戸熊理事長、
松井学長　㊦講演する古田所長
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

わ
る
新
材
料
で
高
効
率
太
陽

電
池
を
実
現
す
る
研
究
を
し

て
い
る
。

　
太
陽
電
池
は
十
分
な
日
光

が
な
い
と
電
力
が
取
り
出
せ

な
い
。
こ
れ
を
解
決
し
よ
う

と
光
ワ
イ
ヤ
レ
ス
電
力
伝
送

が
提
案
さ
れ
、
シ
リ
コ
ン
系

太
陽
電
池
よ
り
も
高
い
変
換

効
率
を
持
つ
化
合
物
系
多
接

合
太
陽
電
池
が
注
目
さ
れ
て

い
る
。

　
古
賀
さ
ん
は
、
化
合
物
系

３
接
合
太
陽
電
池
に
３
種
類

の
レ
ー
ザ
ー
を
同
時
照
射
し

電
力
を
伝
送
す
る
光
無
線
給

電
シ
ス
テ
ム
の
実
現
性
を
検

討
し
実
験
。
太
陽
光
下
を
上

回
る
光
電
変
換
効
率
を
確
認

し
た
。

　
初
め
て
の
学
会
発
表
で
試

行
錯
誤
。
英
語
で
の
口
頭
発

表
で
対
応
力
が
問
わ
れ
た
と

い
う
。
古
賀
さ
ん
は
「
受
賞

を
う
れ
し
く
思
い
ま
す
。
内

田
先
生
と
研
究
室
の
方
々
に

協
力
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
今
後
も
研
究
に
励
ん
で

い
き
た
い
で
す
」
と
語
っ
て

い
る
。

　
令
和
４
年
度
（
第
63
回
）

全
日
本
理
工
科
学
生
柔
道
優

勝
大
会
が
６
月
26
日
、
講
道

館
（
東
京
都
文
京
区
）
で
、

新
型
コ
ロ
ナ
予
防
の
た
め
種

目
を
男
子
団
体
、
女
子
個

人
、
男
子
無
段
個
人
に
絞
っ

て
開
催
さ
れ
た
。

　
本
学
体
育
会
柔
道
部

（
佐
々
木
練
主
将

電
気
電

子
工
学
科
４
年

部
員
26

人
）
は
、
女
子
個
人
で
本
山

小こ

恭
き
ょ
う

選
手
（
金
融
・
経
営

リ
ス
ク
科
学
科
１
年
）
が
優

勝
、
田
中
こ
の
み
選
手
（
未

来
ロ
ボ
テ
ィ
ク
ス
学
科
２

年
）
が
３
位
。
男
子
は
無
段

個
人
で
佐
々
木
涼
輔
選
手

（
機
械
工
学
科
２
年
）
と
有

田
大
翼
選
手
（
電
気
電
子
工

学
科
１
年
）
が
３
位
。
男
子

団
体
で
も
３
位
に
入
賞
し
、

佐
野
翔
太
選
手
（
知
能
メ
デ

ィ
ア
工
学
科
１
年
）
が
技
術

優
秀
賞
を
受
賞
し
た
。

　
女
子
個
人
の
決
勝
戦
、
試

合
時
間
は
３
分
。
本
山
選
手

の
右
組
み
に
対
し
相
手
も
右

の
相
四
つ
。
本
山
選
手
は
厳

し
い
組
み
手
争
い
か
ら
足
技

を
繰
り
出
し
ク
レ
バ
ー
な
柔

道
を
展
開
し
た
。

　
払
い
腰
、
左
の
一
本
背
負

い
、
出
足
払
い
を
軸
に
力
強

く
テ
ン
ポ
よ
い
攻
撃
を
組
み

立
て
、
相
手
は
防
戦
一
方
。

1
分
半
過
ぎ
、
相
手
の
消
極

姿
勢
に
「
指
導
」。
本
山
選

手
は
攻
め
続
け
、
２
分
半
過

ぎ
、相
手
に
再
度
「
指
導
」。

指
導
差
２
の
優
勢
勝
ち
で
優

勝
を
果
た
し
た
。

　
本
山
選
手
の
話
　
昨
年
度

山
口
県
代
表
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

選
手
と
し
て
、
強
い
気
持
ち

で
試
合
に
臨
み
ま
し
た
。
４

月
か
ら
休
ま
ず
稽
古
を
つ
け

て
く
だ
さ
っ
た
金
子
満
男
先

生
（
元
同
窓
会
事
務
局
）、

須
長
悌
治
先
生
、
学
業
・
精

神
面
で
サ
ポ
ー
ト
い
た
だ
い

て
い
る
坂
本
幸
弘
部
長
（
先

端
材
料
工
学
科
教
授
）
の
お

陰
で
優
勝
で
き
ま
し
た
。
年

齢
を
重
ね
て
も
現
役
の
柔
道

家
と
し
て
精
進
を
重
ね
て
お

ら
れ
る
先
生
方
の
姿
勢
か

ら
、
私
自
身
、
改
め
て
真
摯

に
柔
道
に
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
ま
し

た
。
在
学
中
に
４
連
覇
す
る

こ
と
で
、
先
生
方
の
御
恩
に

報
い
る
よ
う
、
引
き
続
き
柔

道
の
道
を
極
め
ま
す
。

女子個人、本山選手が優勝
■　全日本理工科柔道　男子団体３位

　
光
・
レ
ー
ザ
ー
技
術
を
検

討
す
る
光･

フ
ォ
ト
ニ
ク
ス

国
際
会
議
（
Ｏ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
２
０

２
２

Ｏ
Ｐ
Ｉ
協
議
会
が

統
括
主
催
し
４
月
18
〜
22

日
、
横
浜
市
・
み
な
と
み

ら
い
の
パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

で
関
連
技
術
展
と
併
催
）

で
、
古
賀
誠ま

さ

啓ひ
ろ

さ
ん
（
先

端
材
料
工
学
専
攻
修
士
１

年
、
内
田
史
朗
研
究
室

写

真
）
が
「Investigation 

of 
high 

efficiency 

laser 
wireless 

power 

transmission 
using 

InGaP 
/ 
InGaAs 

/ 
Ge 

3 -junction solar cells

（InGaP/GaAs/Ge

の
３
接

合
太
陽
電
池
を
使
っ
た
高
効

率
レ
ー
ザ
ー
無
線
給
電
の
研

究
）」
を
発
表
し
、Student 

Paper 
Award

を

受

賞

し

た
。

　
内
田
教
授
の
研
究
室
で

は
、
従
来
の
シ
リ
コ
ン
に
代

　
中
川
泰
宏
・
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
学
科
助
教
が
担
当

し
、
学
生
・
南
房
総
市
・
企

業
の
産
官
学
連
携
で
取
り
組

ん
で
き
た
同
市
の
行
政
デ
ジ

タ
ル
化
の
う
ち
、
公
共
施
設

利
活
用
ア
プ
リ
・
シ
ス
テ
ム

の
成
果
が
、
８
月
ご
ろ
の
運

用
開
始
を
目
標
に
現
場
で
ス

タ
ー
ト
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
市
が
３
月
22
日
の
定
例

記
者
会
見
で
明
ら
か
に
し

た
。

　
シ
ス
テ
ム
は
、
南
房
総

市
内
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

セ
ン
タ
ー
や
公
民
館
、
体

育
館
な
ど
公
共
施
設
の
利

用
予
約
を
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
と
パ
ソ
コ
ン
で
で
き
る

よ

う

Ｄ

Ⅹ

化
（Digital 

Transformation

デ
ジ
タ

ル
を
用
い
た
業
務
変
革
）
し

た
も
の
。

　
ア
プ
リ
で
予
約
手
続
き
を

完
了
す
る
と
、
パ
ス
ワ
ー
ド

番
号
が
送
ら
れ
て
く
る
。
そ

の
番
号
を
、
市
内
７
カ
所
に

設
け
る
無
人
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス

に
打
ち
込
み
、
利
用
施
設
の

カ
ギ
を
受
け
取
る
仕
組
み
。

　
無
人
キ
ー
ボ
ッ
ク
ス
は
既

に
富
浦
・
富
山
・
三
芳
・
白

浜
・
千
倉
・
丸
山
・
和
田
の

７
地
区
に
設
置
さ
れ
て
い

る
。

　
利
用
市
民
は
市
の
窓
口
へ

申
請
に
行
か
ず
に
済
む
。
行

政
側
も
平
日
・
休
日
に
限
ら

ず
手
続
き
要
員
を
配
置
す
る

必
要
が
な
く
な
り
、
事
務
コ

ス
ト
削
減
や
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

に
寄
与
す
る
。

　
千
葉
工
大
の
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
学
科
は
、
同
分
野
で

は
国
内
で
最
初
に
開
設
さ
れ

た
学
科
。
中
川
助
教
は
Ｉ
Ｔ

エ
ン
ジ
ニ
ア
の
育
成
を
担
当

し
、
２
０
１
７
（
平
成
29
）

年
度
か
ら
、
南
房
総
市
の
教

育
事
業
関
連
に
デ
ジ
タ
ル
化

を
導
入
し
て
現
場
負
担
を
軽

減
す
る
取
り
組
み
を
開
始
し

た
。

　
18
年
度
に
は
新
科
目
と
し

て
、
社
会
に
触
れ
な
が
ら
学

修
す
る
特
別
教
養
科
目
ソ
ー

シ
ャ
ル
ア
ク
テ
ィ
ブ
ラ
ー
ニ

ン
グ
（
Ｓ
Ａ
Ｌ
）
が
始
動
。

受
講
学
生
た
ち
が
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
と
し
て
①
徘
徊
者
発
見

ア
プ
リ
・
シ
ス
テ
ム
②
公
共

施
設
利
活
用
ア
プ
リ
・
シ
ス

テ
ム
｜
｜
の
２
つ
を
開
発
す

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
た
。

　
20
年
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染

拡
大
を
受
け
、
公
共
施
設
利

活
用
ア
プ
リ
が
人
同
士
の
接

触
を
減
ら
す
上
で
有
効
と
捉

え
ら
れ
て
事
業
化
が
一
気
に

進
み
、
学
生
の
提
案
し
た
シ

ス
テ
ム
を
基
に
「
南
房
総
市

公
共
施
設
利
用
ス
マ
ー
ト
化

推
進
事
業
」
と
し
て
市
や
㈱

富
士
通
と
協
働
で
開
発
・
実

証
実
験
を
進
め
て
き
た
。

公
共
施
設
利
用
ア
プ
リ
、現
場
へ

■　
中
川
助
教
・
Ｓ
Ａ
Ｌ
チ
ー
ム
が
開
発

高
効
率
レ
ー
ザ
ー
給
電
で
受
賞

■　
古
賀
さ
ん　

国
際
会
議
で
発
表

好成績を収めた千葉工大柔道部。前列右から３人目が本山選手

●
参
加
学
生
た
ち
（
敬
称

略
・
所
属
は
当
時
）

　【
18
年
度
】
稲
葉
航
平
、

石
神
拓
真
、
櫻
井
大
毅
、
中

村
一
紀
（
以
上
情
報
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
学
科
）

　【
19
年
度
】
吉
田
春
香（
情

報
工
学
科
）、
石
神
雄
大
、

植
村
陽
平
、
二
ノ
宮
優
介
、

古
野
裕
哉
（
以
上
情
報
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
学
科
）、
飯
野
紘

輝
（
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
科
）、
鈴
木
那
津

実
（
生
命
科
学
科
）

　
米
国
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
協
会（
Ｐ
Ｍ
Ｉ
）が

認
定
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
国
際
資

格
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ
Ⓡ
（Certified 

Associate
 in 

　 
Project Mana

gement

）
の
２
０
２
１
年
度

取
得
試
験
に
、
本
学
で
は
過

去
８
年
で
最
多
の
61
人
が
合

格
し
た

写
真
は
資
格
証
を

手
に
し
た
合
格
者
た
ち
。

　
Ｃ
Ａ
Ｐ
Ｍ
Ⓡ
は
ビ
ジ
ネ
ス

に
必
要
な
「
目
標
設
定
↓
計

画
↓
実
行
・
修
正
」
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

（
Ｐ
Ｍ
）能
力
を
テ

ス
ト
。
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
ー
で
受
験
し

３
時
間
で
１
５
０

問
に
解
答
す
る
。

受
験
資
格
は
、
実

務
経
験
を
１
５
０

０
時
間
以
上
積
む

か
、
23
時
間
の
公

式
研
修
を
受
講
す

る
こ
と
が
条
件
。

　
こ
の
た
め
本
学

で
は
毎
年
７
〜
９

月
に
Ｐ
Ｐ
Ａ
特
別

教
養
講
座
の
支
援

の
も
と
、
学
内
で

丸
４
日
の
短
期
集

中
研
修
を
開
講
し
て
い
る
。

講
師
は
本
学
Ｐ
Ｍ
学
科
１
期

生
で
デ
ザ
イ
ン
科
学
科
の
西

田
絢
子
准
教
授
が
、
講
座
事

務
局
は
Ｐ
Ｍ
学
科
の
田
隈
広

紀
准
教
授
が
務
め
て
い
る
。

　
21
年
度
合
格
者
第
１
号
の

橋
本
康
平
さ
ん（
Ｐ
Ｍ
学
科

４
年
）は
「
イ
ン
プ
ッ
ト
す

べ
き
知
識
量
は
非
常
に
多
か

っ
た
で
す
が
、
西
田
先
生
の

実
例
や
Ｑ
＆
Ａ
を
交
え
た
講

座
の
お
か
げ
で
集
中
し
て
受

講
で
き
ま
し
た
。
得
ら
れ
た

知
識
を
卒
論
や
進
路
開
拓
に

生
か
し
た
い
で
す
」
と
話
し

て
い
る
。

■
　Ｐ
Ｍ
国
際
資
格
に
最
多
61
人
合
格

■
合
格
者（
敬
称
略
・
所
属
は

21
年
度
の
も
の
）

　
Ｐ
Ｍ
学
科

高
倉
菜
摘
、

竹
田
成
、
田
中
秀
斗
、
中
島

光
貴
、
吉
田
岬
太
郎
、
木
村

翔
、
塚
本
美
南
、
橋
本
康

平
、
武
藤
勇
貴
、
甲
斐
壮
一

郎
、
信
田
将
希
、
松
本
一

希
、
植
木
佑
、
功
刀
夏
、
重

森
広
大
、
須
田
倫
央
飛
、
高

山
綾
那
、
宮
本
初
夏
子
、
笹

山
美
涼
、
大
和
靖
也
、
金
田

龍
弥
、
夏
目
沙
羅
、
前
田
美

月
、
荻
原
廉
太
朗
、
奥
野
佑

樹
、
金
田
太
一
、
河
上
優

也
、
菊
地
統
太
、
國
分
彰

人
、
脇
尾
康
平
、
河
西
裕
次

郎
、
旗
谷
幸
亮
、
阿
部
新

太
郎
、
井
ノ
本
智
哉
、
関

海
斗
、
冨
沢
寿
樹
、
池
田
暁

音
、
石
渡
優
衣
、
大
野
馨

莉
、
岡
本
咲
季
、
小
星
春

緋
、
佐
々
木
百
華
、
原
奈
那

佳
、
渡
邊
優
樹

　
デ
ザ
イ
ン
科
学
科

徳
竹

菜
乃
、
加
瀬
大
斗
、
澤
村
琉

希
、
城
田
照
、
金
井
強
波
、

成
田
廉
、
遠
藤
康
太
、
増
村

和
也
、
田
村
拓
哉
、
小
島
佑

介
、
青
木
勇
力
、
青
木
龍

生
、
久
保
好
志
、
中
谷
陸

人
、
二
井
辰
也
、
廣
瀬
理

桜
、
古
屋
有
紀
子

2018年度ＳＡＬ最終報告会での展示デモ。
左は設置された無人キーボックスの1つ
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１
　
教
育
研
究
活
動

⑴
入
学
試
験
関
係

　
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
入
学

試
験
に
お
け
る
学
部
入
学
試
験
の
総

志
願
者
数
は
14
万
５
２
８
人
（
前
年

度
11
万
２
２
６
人
　
前
年
度
比
27
％

増
）
と
な
っ
た
。

⑵
１
２
０
分
授
業
導
入
に
お
け
る
教

育
効
果
の
継
続
的
検
証

⑶
学
生
満
足
度
向
上
に
向
け
た
対
策

の
充
実
・
強
化

⑷
教
養
基
礎
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の

充
実

⑸
初
年
次
教
育
の
充
実
と
総
合
的
な

サ
ポ
ー
ト
体
制

⑹
学
修
成
果
の
可
視
化
へ
の
取
り
組

み⑺
習
熟
度
別
教
育
の
充
実

⑻
包
括
協
定
に
基
づ
く
他
大
学
と
の

連
携
事
業

⑼
大
学
院
志
願
者
増
加
に
向
け
た
取

り
組
み

⑽
大
学
院
工
学
研
究
科
改
編
に
お
け

る
機
能
検
証
と
改
善
の
取
り
組
み

⑾
Ｊ
Ａ
Ｂ
Ｅ
Ｅ
（
日
本
技
術
者
教
育

認
定
機
構
）
認
定
の
取
り
組
み

⑿
Ｆ
Ｄ
活
動
の
推
進

⒀
教
職
協
働
に
よ
る
就
職
支
援

⒁
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
就
職
支
援
の

強
化

⒂
質
の
高
い
進
路
の
実
現
に
む
け
た

支
援

⒃
大
学
院
進
学
率
向
上
へ
向
け
た
取

り
組
み

２
　
研
究
推
進
活
動

⑴
海
外
交
流
協
定
大
学
と
の
連
携
強

化
と
グ
ロ
ー
バ
ル
化

⑵
国
又
は
地
方
公
共
団
体
等
か
ら
の

競
争
的
研
究
資
金
等
の
獲
得
支
援

⑶
民
間
か
ら
の
奨
学
寄
付
金
及
び
受

託
研
究
費

⑷
研
究
助
成
関
係

　
①
特
許
出
願

　
②
特
許

　
③
附
属
研
究
所

⑸
未
来
ロ
ボ
ッ
ト
技
術
研
究
セ
ン
タ

ー（
ｆ
ｕ
Ｒ
ｏ
）

　
①
外
部
か
ら
の
資
金
獲
得

　
②
そ
の
他（
展
示
、記
者
発
表
等
）

⑹
惑
星
探
査
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｐ
Ｅ

Ｒ
Ｃ
）

　
①
惑
星
探
査
ミ
ッ
シ
ョ
ン
へ
の
参

　
　
加

　
②
Ｐ
Ｅ
Ｒ
Ｃ
独
自
の
宇
宙
開
発
プ

　
　
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
③
広
報
活
動
、
社
会
貢
献
活
動
、

　
　
資
金
獲
得
、
研
究
業
績
な
ど
　

⑺
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｒ 

Ｌ
ａ
ｂ
）

　
人
工
知
能
研
究
で
は
「
動
作
理
解

で
き
る
Ａ
Ｉ
の
効
率
的
な
開
発
手
法

の
研
究
開
発
」
「
フ
ァ
イ
ン
グ
レ
イ

ン
画
像
認
識
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

「
大
規
模
デ
ー
タ
か
ら
の
知
識
獲
得

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
３
つ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
を
進
め
て
い
る
。
ソ
フ
ト
ウ

ェ
ア
技
術
研
究
で
は
、
機
械
学
習
研

究
を
支
援
す
る
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

研
究
、
機
械
学
習
技
術
を
応
用
し
た

プ
ロ
グ
ラ
ム
改
善
の
た
め
の
フ
レ
ー

ム
ワ
ー
ク
の
研
究
、
Ａ
Ｉ
エ
ッ
ジ
デ

バ
イ
ス
（
機
械
学
習
等
の
人
工
知
能

機
能
が
搭
載
さ
れ
た
末
端
型
機
器
）

の
横
断
的
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
評
価
の

た
め
の
研
究
の
３
つ
を
軸
に
多
岐
に

わ
た
る
研
究
・
開
発
を
進
め
、
多
く

の
成
果
を
上
げ
た
。

⑻
次
世
代
海
洋
資
源
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｏ
Ｒ
Ｃ
ｅ
Ｎ
Ｇ
）

　
世
界
初
の
海
洋
資
源
開
発
実
現
に

向
け
て
、
海
洋
資
源
の
探
査
・
揚
鉱

・
選
鉱
・
製
錬
と
い
っ
た
基
礎
か

ら
応
用
に
わ
た
る
多
様
な
研
究
・

開
発
を
実
施
す
る
機
関
と
し
て
平

成
28（
２
０
１
６
）
年
４
月
に
発
足

し
た
。
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度

は
、
常
勤
６
名
、
非
常
勤
４
名
の
研

究
員
が
研
究
に
従
事
し
た
。

⑼
国
際
金
融
研
究
セ
ン
タ
ー(

Ｇ
ｉ

Ｆ
ｒ)

　
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
研
究
及
び
デ
ー
タ

サ
イ
エ
ン
ス
機
構
（
Ｄ
Ｓ
Ｉ
）
に
お

け
る
研
究
、
地
域
貢
献
等
を
進
め

た
。
補
助
ス
タ
ッ
フ
を
含
め
て
も
小

規
模
の
体
制
で
あ
り
、
か
つ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
関
連
の
状

況
下
だ
が
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）

年
度
も
諸
活
動
全
般
に
渡
り
着
実
な

進
捗
を
見
る
こ
と
が
出
来
、
各
界
か

ら
の
期
待
の
声
の
高
ま
り
に
活
動
の

一
層
の
充
実
へ
の
責
務
を
さ
ら
に
深

く
感
じ
る
１
年
と
な
っ
た
。
　

⑽
地
球
学
研
究
セ
ン
タ
ー（
Ｇ
ｅ
ｏ-

Ｃ
ｏ
ｓ
ｍ
ｏ 

Ｉ
ｎ
ｓ
ｔ.

）

　
古
代
文
明
の
始
ま
り
と
そ
の
発
展

に
つ
い
て
物
質
科
学
的
知
見
に
基
づ

い
た
研
究
を
推
進
す
る
機
関
と
し
て

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
７
月
に
発

足
し
た
。
主
に
鉄
器
文
明
の
発
展
に

着
目
し
、
古
代
遺
跡
の
調
査
や
発
掘

さ
れ
た
遺
物
資
料
の
化
学
分
析
に
よ

る
研
究
を
推
進
し
て
い
る
。

⑾
日
本
文
化
再
生
研
究
セ
ン
タ
ー

（
Ｉ
Ｒ
Ｊ
）

　
現
代
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
や
Ａ
Ｉ
化

に
よ
っ
て
も
揺
ら
ぐ
こ
と
の
な
い
、

独
創
性
に
み
ち
た
日
本
文
化
の
根
源

的
構
造
の
類
型
を
探
り
、
未
来
へ
向

け
て
そ
の
可
能
性
を
開
い
て
い
く
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
令
和
３
（
２
０

２
１
）
年
４
月
に
発
足
し
た
。

３
　
学
生
支
援
関
係

⑴
学
生
支
援
の
充
実
強
化
（
学
生
相

談
、
課
外
活
動
、
学
生
寮
、
奨
学
金

等
）

⑵
学
生
共
済
会
の
充
実

⑶
留
学
生
の
派
遣
及
び
受
け
入
れ
体

制
の
充
実

⑷
学
生
の
学
習
・
教
育
支
援
に
必
要

な
図
書
館
資
料
の
充
実

⑸
電
子
書
籍
等
の
学
術
情
報
資
源
の

整
備
強
化

⑹
学
生
へ
の
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
向
上

４
　
施
設
設
備
整
備
関
係

⑴
津
田
沼
校
舎 

（
仮
称
）
新
実
験
棟

新
築
工
事

⑵
新
習
志
野
校
舎
８
号
館 

机
椅
子
更
新
・
内
装
工
事

⑶
茜
浜
運
動
施
設
　
ラ
グ

ビ
ー
場
　
照
明
工
事

⑷
そ
の
他

５
　
地
域
・
社
会
へ
の
貢
献

⑴
公
開
講
座

⑵
産
官
学
連
携
協
議
会
関
係

⑶
そ
の
他
の
産
学
連
携

⑷
図
書
館
の
開
放
等
を
通

じ
て
、
地
域
・
社
会
に
貢
献

⑸
県
内
地
域
と
の
包
括
的

連
携
協
定
の
締
結

⑹
ち
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
パ
ー
ト

ナ
ー
へ
の
参
加
　
　
　

６
　
法
人
管
理
・
運
営
関
係

⑴
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
コ
ー
ド

の
策
定
・
運
用
管
理

⑵
化
学
物
質
等
の
管
理
強
化

⑶
Ｓ
Ｄ
活
動
の
充
実

⑷
衛
生
委
員
会
の
取
り
組
み

⑸
輝
く
女
性
の
活
躍
を
加

速
す
る
男
性
リ
ー
ダ
ー
の

会
行
動
宣
言
の
取
り
組
み

⑹
事
務
シ
ス
テ
ム
の
統
一
化

千
葉
工
業
大
学
決
算(

　
　)

を
承
認

令
　
和

３
年
度

　
学
校
法
人
千
葉
工
業
大
学
の
令
和
３
年
度
決
算
が
、
５
月
26
日
の
理
事
会
・
評
議
員
会
で
承
認
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　(

３
年
度
事
業
報
告
の
全
文
は
本
学
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
公
開
中)

貸借対照表

　　令和３年4月1日から令和４年3月31日まで　　　　　　
（単位：円）

教
育
活
動
収
支

事
業
活
動
収
入
の
部

科　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金 14,554,900,000 14,610,289,150 △55,389,150 

手数料 275,000,000 258,287,779 16,712,221 

寄付金 191,400,000 232,752,290 △41,352,290 

経常費等補助金 1,074,900,000 1,099,225,593 △24,325,593 

付随事業収入 689,000,000 778,478,223 △89,478,223 

雑収入 448,100,000 577,488,148 △129,388,148 

教育活動収入計 17,233,300,000 17,556,521,183 △323,221,183 

事
業
活
動
支
出
の
部

人件費 7,664,600,000 7,606,969,829 57,630,171 

教育研究経費 6,898,300,000 6,681,373,335 216,926,665 

管理経費 1,771,600,000 1,709,594,560 62,005,440 

徴収不能額等 1,000,000 985,098 14,902 

教育活動支出計 16,335,500,000 15,998,922,822 336,577,178 

    教育活動収支差額 897,800,000 1,557,598,361 △659,798,361 

教
育
活
動
外
収
支

事
業
活
動 

収
入
の
部

受取利息・配当金 485,000,000 488,951,195 △3,951,195 

その他の教育活動外収入 208,800,000 208,845,900 △45,900 

教育活動外収入計 693,800,000 697,797,095 △3,997,095 

事
業
活
動 

支
出
の
部

借入金等利息 0 0 0 

その他の教育活動外支出 40,000 0 40,000 

教育活動外支出計 40,000 0 40,000 

    教育活動外収支差額 693,760,000 697,797,095 △4,037,095 

        経常収支差額 1,591,560,000 2,255,395,456 △663,835,456 

特
別
収
支

事
業
活
動 

収
入
の
部

資産売却差額 232,300,000 232,362,156 △62,156 

その他の特別収入 79,500,000 98,560,465 △19,060,465 

特別収入計 311,800,000 330,922,621 △19,122,621 

事
業
活
動 

支
出
の
部

資産処分差額 4,800,000 4,779,855 20,145 

その他の特別支出 0 0 0 

特別支出計 4,800,000 4,779,855 20,145 

        特別収支差額 307,000,000 326,142,766 △19,142,766 

基本金組入前当年度収支差額（予備費含む） 1,898,560,000 2,581,538,222 △682,978,222 

基本金組入額合計 △21,200,000 0 △21,200,000 

当年度収支差額 1,877,360,000 2,581,538,222 △704,178,222 

前年度繰越収支差額 △5,469,500,000 △5,469,501,627 1,627 

基本金取崩額 0 47,157,171 △47,157,171 

翌年度繰越収支差額 △3,592,140,000 △2,840,806,234 △751,333,766 

（参考）

事業活動収入計 18,238,900,000 18,585,240,899 △ 346,340,899 

事業活動支出計 16,340,340,000 16,003,702,677 336,637,323 

令和４年3月31日
（単位：円）

資産の部
科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定資産 111,044,592,277 111,303,145,909 △258,553,632 

  有形固定資産 62,196,272,355 63,503,254,063 △1,306,981,708 

    土地 9,343,367,496 9,343,367,496 0 

    建物 44,722,722,041 46,747,149,708 △2,024,427,667 

    構築物 2,505,054,024 2,745,180,443 △240,126,419 

    教育研究用機器備品 2,439,294,843 2,461,439,976 △22,145,133 

    管理用機器備品 198,119,858 295,086,647 △96,966,789 

    図書 1,834,627,550 1,819,082,991 15,544,559 

    車両 74,949,543 91,946,802 △16,997,259 

    建設仮勘定 1,078,137,000 0 1,078,137,000 

  特定資産 45,783,632,267 45,864,219,370 △80,587,103 

    第２号基本金引当特定資産 3,880,275,470 4,958,372,470 △1,078,097,000 

    第３号基本金引当特定資産 10,000,000,000 10,000,000,000 0 

    退職給与引当特定資産 3,000,000,000 3,000,000,000 0 

    減価償却引当特定資産 28,500,000,000 27,500,000,000 1,000,000,000 

    国際交流支援基金引当特定資産 100,000,000 100,000,000 0 

    PCB処理引当特定資産 303,356,797 305,846,900 △2,490,103 

  その他の固定資産 3,064,687,655 1,935,672,476 1,129,015,179 

    ソフトウェア 183,051,000 194,073,000 △11,022,000 

    長期貸付金 298,102,375 281,810,446 16,291,929 

    差入保証金 3,000,000 3,000,000 0 

    敷金 54,749,760 54,749,760 0 

    投資有価証券 2,525,622,850 1,401,877,600 1,123,745,250 
    預託金 161,670 161,670 0 

流動資産 15,634,256,629 13,061,354,520 2,572,902,109 
    現金預金 15,081,672,688 12,610,251,288 2,471,421,400 
    未収入金 475,887,732 392,112,179 83,775,553 
    前払金 76,696,209 58,991,053 17,705,156 

資産の部合計 126,678,848,906 124,364,500,429 2,314,348,477 

負債の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

固定負債 3,227,013,149 3,255,866,244 △28,853,095 

    退職給与引当金 3,227,013,149 3,255,866,244 △28,853,095 

流動負債 6,633,234,710 6,871,571,360 △238,336,650 

    前受金 5,763,894,270 6,023,130,164 △259,235,894 

    未払金他 869,340,440 848,441,196 20,899,244 

負債の部合計 9,860,247,859 10,127,437,604 △267,189,745 

純資産の部

科　　目 本年度末 前年度末 増　減

基本金 119,659,407,281 119,706,564,452 △47,157,171 

    第１号基本金 104,787,131,811 103,756,191,982 1,030,939,829 

    第２号基本金 3,880,275,470 4,958,372,470 △1,078,097,000 

    第３号基本金 10,000,000,000 10,000,000,000 0 

    第４号基本金 992,000,000 992,000,000 0 

繰越収支差額 △2,840,806,234 △5,469,501,627 2,628,695,393 

    翌年度繰越収支差額 △2,840,806,234 △5,469,501,627 2,628,695,393 

純資産の部合計 116,818,601,047 114,237,062,825 2,581,538,222 

負債及び純資産の部合計 126,678,848,906 124,364,500,429 2,314,348,477 

事業活動収支計算書
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建学の精神「世界文化に技術で貢献する」

と
事
務
業
務
の
効
率
化

⑺
基
幹
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
強
化
　

⑻
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
の
安
定
稼
働

⑼
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
教
育
の
充
実

⑽
公
的
研
究
費
等
の
監
査
の
実
施

⑾
自
己
管
理
型
点
検
評
価
チ
ェ
ッ
ク

シ
ス
テ
ム
の
実
施

⑿
公
益
通
報
制
度
の
充
実

７
　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
関
連

　
　
し
た
本
学
の
対
応
に
つ
い
て

⑴
大
学
へ
の
入
構

　
入
構
時
に
検
温
所
の
サ
ー
マ
ル
カ

メ
ラ
に
よ
る
体
温
測
定
及
び
ア
ル
コ

ー
ル
に
よ
る
手
指
消
毒
な
ど

⑵
建
物
・
講
義
室

　
各
教
室
で
収
容
す
る
学
生
数
を
座

席
定
員
の
70
％
に
制
限
す
る
な
ど

⑶
学
生
食
堂

　
飛
沫
感
染
防
止
の
た
め
衝
立
を
設

置
し
、
十
分
な
座
席
間
隔
が
と
れ
る

よ
う
に
椅
子
を
間
引
く
な
ど

⑷
授
業
・
研
究
室

　
授
業
を
工
夫
し
、
３
密
を
回
避
し

て
運
営
す
る
な
ど

⑸
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
演
習
室

　
十
分
な
座
席
間
隔
を
と
る
よ
う
に

使
用
で
き
る
パ
ソ
コ
ン
を
制
限
す
る

な
ど

⑹
学
生
寮

　
入
寮
時
、
長
期
休
暇
後
に
抗
原
検

査
を
実
施
す
る
な
ど

⑺
学
費
・
学
生
生
活
な
ど
へ
の
学
生

支
援

⑻
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

職
域
接
種
を
３
回
実
施

８
　
財
務
の
概
要

⑴
教
育
活
動
収
支

　
①
教
育
活
動
収
入
計
１
７
５
億
５

　
　
７
０
０
万
円
（
予
算
比
３
億
２

　
　
３
０
０
万
円
増
　
前
年
度
比
３

　
　
億
８
５
０
０
万
円
増
）

　
教
育
活
動
収
入
計
は
、
ほ
と
ん
ど

の
科
目
で
予
算
比
増
と
な
っ
た
。

　
②
教
育
活
動
支
出
計
１
５
９
億
９

　
　
９
０
０
万
円
（
予
算
比
３
億
３

　
　
７
０
０
万
円
減
　
前
年
度
比
３

　
　
億
１
３
０
０
万
円
増
）

　
ａ．

人
件
費
は
、
全
て
の
科
目
で

予
算
比
減
と
な
っ
た
が
、
前
年
度
比

で
は
教
職
員
人
件
費
な
ど
の
増
加
に

よ
り
１
億
９
２
０
０
万
円
増
と
な
っ

た
。
人
件
費
比
率
は
41
・
７
％
で
、

理
工
系
他
複
数
学
部
を
有
す
る
私
立

大
学
の
平
均
値
（
47
・
６
％
）
に
比

べ
、
引
き
続
き
良
好
な
水
準
と
な
っ

た
。

　
ｂ．

教
育
研
究
経
費
は
、
消
耗
品

費
、
修
繕
費
、
委
託
費
等
で
予
算
額

を
下
回
り
、
予
算
比
２
億
１
７
０
０

万
円
減
と
な
っ
た
。
前
年
度
比
で
は

受
託
研
究
費
や
消
耗
品
費
等
の
増
加

に
よ
り
７
３
０
０
万
円
増
と
な
っ

た
。
教
育
研
究
経
費
比
率
は
36
・
６

％
で
、
理
工
系
他
複
数
学
部
を
有

す
る
私
立
大
学
の
平
均
値
（
37
・
７

％
）
に
比
べ
若
干
低
い
値
と
な
っ

た
。

　
ｃ．

管
理
経
費
は
、
予
算
比
６
２

０
０
万
円
減
と
な
っ
た
が
、
前
年
度

比
で
は
光
熱
水
費
な
ど
の
増
加
に
よ

り
４
８
０
０
万
円
増
と
な
っ
た
。
管

理
経
費
比
率
は
９
・
４
％
で
、
理
工

系
他
複
数
学
部
を
有
す
る
私
立
大
学

の
平
均
値
（
５
・
８
％
）
と
比
べ
若

干
高
い
が
、
今
後
更
な
る
経
費
圧
縮

に
努
め
て
い
く
。

⑵
教
育
活
動
外
収
支

　
教
育
活
動
外
収
入
計
は
、
有
価
証

券
の
受
取
利
息
・
配
当
金
及
び
為
替

差
益
に
よ
り
、
６
億
９
８
０
０
万
円

と
な
っ
た
。

　
教
育
活
動
外
支
出
は
な
し
。

⑶
特
別
収
支

　
特
別
収
入
計
は
、
有
価
証
券
売
却

差
額
で
２
億
３
２
０
０
万
円
、
現
物

寄
付
で
８
９
０
０
万
円
、
施
設
設
備

補
助
金
で
１
０
０
０
万
円
、
あ
わ
せ

て
３
億
３
１
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

　
特
別
支
出
計
は
、
図
書
処
分
差
額

で
５
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

⑷
事
業
活
動
収
入
計
１
８
５
億
８
５

０
０
万
円
（
予
算
比
３
億
４
６
０
０

万
円
増
　
前
年
度
比
６
億
１
０
０
万

円
増
）

　
事
業
活
動
収
入
計
は
、
前
年
度
比

で
増
加
と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
、

教
育
活
動
収
入
の
学
生
生
徒
等
納
付

金
２
億
２
７
０
０
万
円
増
、
付
随
事

業
収
入
３
億
３
５
０
０
万
円
増
、
教

育
活
動
外
収
入
の
そ
の
他
の
教
育
活

動
外
収
入
２
億
８
０
０
万
円
増
、
特

別
収
入
の
資
産
売
却
差
額
１
億
６
０

０
０
万
円
増
な
ど
に
よ
る
。

⑸
事
業
活
動
支
出
計
１
６
０
億
４
０

０
万
円
（
予
算
比
３
億
３
７
０
０
万

円
減
　
前
年
度
比
３
億
１
４
０
０
万

円
増
）

　
事
業
活
動
支
出
計
は
、
前
年
度
比

で
増
加
と
な
っ
た
。
主
な
要
因
は
次

の
と
お
り
。

　
人
件
費
１
億
９
２
０
０
万
円
増

主
な
内
訳：

教
員
人
件
費
１
億
４

２
０
０
万
円
増
、
職
員
人
件
費
４
３

０
０
万
円
増

　
教
育
研
究
経
費
７
３
０
０
万
円
増

資金収支計算書

　　　　　　　　　令和３年4月1日から令和４年3月31日まで
　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：円）

収入の部

科　　目 予　算 決　算 差　異

学生生徒等納付金収入 14,554,900,000 14,610,289,150 △55,389,150 

手数料収入 275,000,000 258,287,779 16,712,221 

寄付金収入 191,400,000 232,762,290 △41,362,290 

補助金収入 1,084,400,000 1,108,769,593 △24,369,593 

資産売却収入 232,300,000 232,362,156 △62,156 

付随事業・収益事業収入 689,000,000 778,478,223 △89,478,223 

受取利息・配当金収入 485,000,000 488,951,195 △3,951,195 

雑収入 656,900,000 757,513,749 △100,613,749 

前受金収入 5,110,000,000 5,759,800,644 △649,800,644 

その他の収入 9,142,700,000 10,314,461,413 △1,171,761,413 

資金収入調整勘定 △6,264,900,000 △6,494,795,765 229,895,765 

前年度繰越支払資金 12,610,200,000 12,610,251,288 

収入の部合計 38,766,900,000 40,657,131,715 △1,890,231,715 

支出の部

科　　目 予　算 決　算 差　異

人件費支出 7,664,600,000 7,606,969,829 57,630,171 

教育研究経費支出 4,345,900,000 4,128,914,578 216,985,422 

管理経費支出 1,139,340,000 1,077,603,059 61,736,941 

施設関係支出 1,169,100,000 1,192,328,000 △23,228,000 

設備関係支出 701,400,000 589,924,736 111,475,264 

資産運用支出 6,341,600,000 8,343,728,747 △2,002,128,747 

その他の支出 3,126,000,000 3,321,414,212 △195,414,212 

資金支出調整勘定 △359,000,000 △685,424,134 326,424,134 

翌年度繰越支払資金(予備費含む) 14,637,960,000 15,081,672,688 △443,712,688 

支出の部合計 38,766,900,000 40,657,131,715 △1,890,231,715 

　
主
な
内
訳：

消
耗
品
費

１
億
７
１
０
０
万
円
増
、
修

繕
費
１
億
３
１
０
０
万
円

減
、
委
託
費
７
１
０
０
万
円

減
、
受
託
研
究
費
１
億
１
５

０
０
万
円
増

　
管
理
経
費
４
８
０
０
万
円

増　
主
な
内
訳：

光
熱
水
費

２
８
０
０
万
円
増
、
広
報
費

２
８
０
０
万
円
増
、
会
議
渉

外
費
３
１
０
０
万
円
増
、
減

価
償
却
額
９
１
０
０
万
円
減

⑹
基
本
金
組
入
前
当
年
度
収

支
差
額
25
億
８
２
０
０
万
円

（
予
算
比
６
億
８
３
０
０
万

円
増
　
前
年
度
比
２
億
８
７

０
０
万
円
増
　
事
業
活
動
収

支
差
額
比
率
13
・
９
％
）

⑺
基
本
金
組
入
額
　
取
り
崩

し
△
４
７
０
０
万
円

⑻
当
年
度
収
支
差
額

　
当
年
度
収
支
差
額
は
25
億

８
２
０
０
万
円
の
収
入
超
過

と
な
っ
た
。
翌
年
度
の
繰
越

収
支
差
額
は
、
前
年
度
繰
越

収
支
差
額
及
び
基
本
金
取
崩

額
を
合
わ
せ
る
と
、
28
億
４

１
０
０
万
円
の
支
出
超
過
と

な
っ
た
。

⑼
今
後
の
課
題

　
今
後
も
引
き
続
き
財
務
基

盤
の
安
定
を
は
か
る
た
め
、

次
の
よ
う
な
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
く
。

　＜

収
入
面＞

　
①
学
生
生
徒
等
納
付
金
の

　
　
安
定
的
確
保

　
②
外
部
資
金
の
獲
得
強
化

　
③
よ
り
効
果
的
な
資
産
運

　
　
用
と
リ
ス
ク
管
理
の
徹

　
　
底

　
④
そ
の
他
の
収
入
源
確
保

　
　
策
の
検
討

　＜

支
出
面＞

　
①
管
理
経
費
の
効
率
化

　
②
教
育
研
究
経
費
の
見
直

　
　
し

　

 

令
和
４
年
度
学
生
共
済
会

予
算
案
は
、
理
事
会
で
協
議

し
た
結
果
、
異
議
な
く
承
認

さ
れ
た
。

予
算
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

＜

収
入
の
部＞

　

●
受
取
利
息

　
投
資
有
価
証
券
か
ら
発
生

す
る
利
息
と
し
て
２
５
０
万

円
を
計
上
し
た
。

●
前
年
度
繰
越
金

　
２
９
１
５
万
１
６
５
０
円

を
計
上
し
た
。

＜

支
出
の
部＞

●
給
付
金

　
給
付
金
支
出
金
額
は
、
昨

年
度
86
万
円
だ
っ
た
が
、
不

測
の
事
態
を
考
慮
し
２
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。

●
学
費
貸
与
金

　
学
費
貸
与
金
支
出
額
は
、

昨
年
度
４
２
７
万
円
程
度
だ

っ
た
が
、
学
生
納
付
金
貸
与

金
と
し
て
、
１
０
０
０
万
円

を
計
上
し
た
。

●
委
託
費

　
昨
年
同
様
「
こ
こ
ろ
と
か

ら
だ
の
元
気
サ
ポ
ー
ト
」、

「
暮
ら
し
の
身
近
な
法
律
相

談
」
の
継
続
に
係
る
費
用
と

し
て
、
７
２
０
万
円
を
計
上

し
た
。

●
消
耗
品
費

　
災
害
時
の
非
常
用
保
存
食

の
購
入
費
と
し
て
、
３
０
０

万
円
を
計
上
し
た
。

●
寄
付
金

　
今
般
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
禍
に
対
し
全
学
が
一
丸

と
な
り
、
継
続
的
な
学
生
支

援
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ

り
、
更
な
る
支
援
を
行
う
た

め
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
２

０
０
０
万
円
を
大
学
へ
の
寄

付
金
と
し
て
計
上
し
た
。。

　
令
和
３
年
度
の
学
生
共
済

会
決
算
も
同
理
事
会
で
異
議

な
く
承
認
さ
れ
た
。
決
算
の

概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
収
入
の
部
で
は
、
貸
付
金

回
収
１
４
３
０
万
円
、
受
取

利
息
等
を
併
せ
合
計
約
１
億

１
９
０
０
万
円
と
な
っ
た
。

今
後
も
返
還
方
法
や
督
促
方

法
を
見
直
し
な
が
ら
、
回
収

率
ア
ッ
プ
に
一
層
力
を
入
れ

て
取
り
組
み
た
い
。

　
支
出
の
部
で
は
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
に
対
す
る
学

生
支
援
金
と
し
て
５
０
０
０

万
円
を
大
学
へ
寄
付
し
た
。

今
後
も
保
険
事
業
の
見
直
し

や
会
員
の
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
支
援
等
充
実
し
た
サ
ポ

ー
ト
が
で
き
る
よ
う
共
済
会

事
業
の
運
営
に
努
め
た
い
。

　
千
葉
工
業
大
学
学
生
共
済

会
も
34
年
目
を
迎
え
、
会
員

の
学
生
生
活
が
豊
か
な
も
の

と
な
る
よ
う
支
援
し
、
制
度

の
充
実
を
図
り
つ
つ
、
令
和

３
年
度
も
順
調
に
運
営
で
き

ま
し
た
こ
と
を
ご
報
告
致
し

ま
す
。

学
生
共
済
会
　予
算
、決
算
を
承
認

令和４年度千葉工業大学学生共済会収支予算
（単位：円）

収入の部 支出の部
科目 金額 科目 金額

１．会費収入 24,000,000 １．支払保険料 25,000,000
２．入会金収入 4,600,000 ２．給付金 2,000,000
３．受取利息 2,500,000 ３．貸与金 10,000,000
４．貸付金回収収入 10,000,000 ４．委託費 7,200,000
５．手数料収入 1,000,000 ５．消耗品費 3,000,000

６．通信費 50,000
７．印刷費 50,000
８．会議費 100,000
９．支払手数料 400,000
10．事務費 50,000
11．寄付金支出 20,000,000

小計 42,100,000 小計 67,850,000
前年度繰越金 29,151,650 次年度繰越金 3,401,650
総合計 71,251,650 総合計 71,251,650

令和３年度決算報告書
貸 借 対 照 表
令和４年３月31日

千葉工業大学学生共済会
（単位   円）

資産の部 正味財産の部

科   目 金   額 科   目 金   額

普通預金 29,151,650 共済基金 205,000,000 

定期預金 125,000,000 積立金 55,000,000 

貸付金 51,275,683 貸付充当金 51,275,683 

投資有価証券 300,000,000 学費貸与準備金 165,000,000 

次年度繰越金 29,151,650 

合    計 505,427,333 合   計 505,427,333 

自　令和３年４月１日　:　至　令和４年３月31日

令和３年度収支決算書

Ⅰ収入の部
（単位：円）

科目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

 1.会費収入 24,000,000 24,917,500 917,500 
 2.入会金収入 4,600,000 4,680,000 80,000 
 3.受取利息 2,500,000 2,543,470 43,470 
 4.貸付金回収収入 12,000,000 14,302,917 2,302,917 
 5.手数料収入 1,100,000 933,341 -166,659 
 6.学費貸与準備金取崩収入 0 0 0 
 7.積立金取崩収入 30,000,000 30,000,000 0 
 8.当期小計 74,200,000 77,377,228 3,177,228 
 9.前年度繰越金 41,624,796 41,624,796 0 
10.当期収入総計（Ａ） 115,824,796 119,002,024 3,177,228 

Ⅱ 支出の部 （単位：円）

科  目 予算額(①） 決算額（②） 対予算差額
（②－①）

 1.支払保険料 25,000,000 24,288,810 -711,190 
 2.給付金 3,000,000 869,500 -2,130,500 
 3.貸与金 10,000,000 4,275,000 -5,725,000 
 4.委託費 7,200,000 7,178,600 -21,400 
 5.消耗品費 3,000,000 2,970,000 -30,000 
 6.通信費 50,000 7,180 -42,820 
 7.印刷費 50,000 9,350 -40,650 
 8.会議費 200,000 14,996 -185,004 
 9.支払手数料 400,000 234,111 -165,889 
10.事務費 50,000 2,827 -47,173 
11.寄付金支出 50,000,000 50,000,000 0 
12.学費貸与準備金組入支出 0 0 0 
13.共済基金組入支出 0 0 0 
14.積立金組入支出 0 0 0 
15.当期小計（Ｂ） 98,950,000 89,850,374 -9,099,626 
16.次年度繰越金（Ａ）－（Ｂ） 16,874,796 29,151,650   
17.当期支出総計 115,824,796 119,002,024 3,177,228 

注）共済会の会計では、継続的に資金の収支を確認するため、金額がゼロの科目について省略することなく記載している。

予
　
算

決
　
算
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６
月
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン

パ
ス
が
19
日
（
日
）、
津
田

沼
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
か
れ

た
。
今
年
度
初
、
夏
の
オ
ー

プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
て
は

２
年
ぶ
り
の
対
面
方
式
。
新

型
コ
ロ
ナ
を
考
慮
し
消
毒
や

３
密
対
策
を
し
た
う
え
、
事

前
予
約
制
と
し
、
多
く
の
希

望
受
験
生
を
受
け
入
れ
る
よ

う
午
前
、
午
後
の
２
部
制
に

し
た
。

　
い
つ
も
の
メ
イ
ン
イ
ベ
ン

ト
「
全
部
見
せ
ま
す
、
千
葉

工
大
！
」
は
、
事
前
に
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
上
に
移
行
し
て
公

開
。
当
日
は
、
学
科
に
よ
る

総
合
型
選
抜
説
明
会
、
学
科

に
よ
る
学
び
体
験
を
中
心
に

実
施
し
た
。

　
来
場
し
た
高
校
生
や
保
護

者
た
ち
は
、
６
、
７
号
館
を

中
心
に
展
開
さ
れ
た
学
科
イ

ベ
ン
ト
に
参
加
し
、
希
望
学

科
の
特
徴
を
目
で
見
、
体
験

し
た
。

　
同
伴
保
護
者
た
ち
も
積
極

的
に
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
し
た

た
め
、
保
護
者
説
明
会
は
満

席
に
。
急
遽
、
講
演
を
追
加

し
て
対
応
し
た
。

　
在
学
生
か
ら
ナ
マ
の
声
が

聞
け
る
「
在
学
生
に
き
い
て

開催時刻：13時（本学は12時30分）
地　区 開催日 会　　場　　名 電　話

札　幌 ９月４日(日）ホテルマイステイズ札幌アスペン 011-700-2111
函　館 ９月３日(土）函館国際ホテル 0138-23-5151
釧　路 ９月３日(土）釧路プリンスホテル 0154-31-1111
青　森 ９月４日(日）ホテルＪＡＬシティ青森 017-732-2580
盛　岡 ９月11日(日）ホテルメトロポリタン盛岡本館 019-625-1211
仙　台 ９月11日(日）ホテルＪＡＬシティ仙台 022-711-2580
秋　田 ９月10日(土）秋田キャッスルホテル 018-834-1141
山　形 ９月３日(土）ホテルメトロポリタン山形 023-628-1111
酒　田 ９月４日(日）ホテルリッチ&ガーデン酒田 0234-26-1111
会　津 ９月10日(土）会津若松ワシントンホテル 0242-22-6111
福　島 ９月11日(日）グランパークホテルエクセル福島恵比寿 024-533-4166
いわき ９月３日(土）いわきワシントンホテル 0246-35-3000
水　戸 ９月４日(日）水戸京成ホテル 029-226-3111
土　浦 ９月３日(土）ホテル日航つくば 029-852-1112
潮　来 ９月３日(土）潮来ホテル 0299-62-3130
宇都宮 ９月10日(土）ホテルニューイタヤ 028-635-5511
小　山 ９月11日(日）小山グランドホテル 0285-24-5111
高　崎 ９月10日(土）高崎ワシントンホテルプラザ 027-324-5111
さいたま ９月11日(日）ロイヤルパインズホテル浦和 048-827-1111
新　潟 ９月11日(日）ホテルオークラ新潟 025-224-6111
長　岡 ９月10日(土）ホテルニューオータニ長岡 0258-37-1111
富　山 ９月３日(土）ホテルグランテラス富山 076-431-2211
甲　府 ９月11日(日）ホテル談路館 055-237-1331
長　野 ９月４日(日）ホテルＪＡＬシティ長野 026-225-1131
松　本 ９月10日(土）アルピコプラザホテル 0263-36-5055
小　諸 ９月３日(土）小諸グランドキャッスルホテル 0267-22-8000
静　岡 ９月４日(日）ホテルアソシア静岡 054-254-4141
浜　松 ９月３日(土）オークラアクトシティホテル浜松 053-459-0111
沼　津 ９月３日(土）プラザヴェルテ 055-920-4100
名古屋 ９月10日(土）サンルートプラザ名古屋 052-571-2221
大　阪 ９月11日(日）大阪新阪急ホテル 06-6372-5101
広　島 ９月10日(土）リーガロイヤルホテル広島 082-502-1121
松　山 ９月３日(土）ホテルマイステイズ松山 089-913-2580
高　知 ９月４日(日）ザ クラウンパレス新阪急高知 088-873-1111
福　岡 ９月11日(日）オリエンタルホテル福岡 092-461-0170
大　分 ９月10日(土）レンブラントホテル大分 097-545-1040
宮　崎 ９月４日(日）ホテルＪＡＬシティ宮崎 0985-25-2580
鹿児島 ９月３日(土） SHIROYAMA HOTEL　kagoshima 099-224-2211
那　覇 ９月10日(土）ホテルロイヤルオリオン 098-866-5533
本　学 ９月25日(日）津田沼校舎２号館３階大教室 047-478-0209

令和４年度　ＰＰＡ地区懇談会会場

　
先
日
、
地
元
町
内
会
の
役

員
会
で
、
今
年
の
夏
祭
り
の

実
施
有
無
に
つ
い
て
議
論
が

取
り
交
わ
さ
れ
た
。
町
会
の

４
大
行
事
の
一
つ
で
あ
る
夏

祭
り
は
、
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

昨
年
、
一
昨
年
と
中
止
に
な

っ
て
い
る
。
５
月
の
連
休
に

佐
原
で
行
わ
れ
た
「
山
車
の

特
別
曳
き
回
し
」
を
見
学
し

て
い
た
私
は
、
感
染
対
策
を

施
し
た
上
で
お
祭
り
を
行
っ

て
い
る
佐
原
の
方
々
の
姿
を

見
て
「
今
年
は
何
か
で
き
る

か
も
し
れ
な
い
」
と
考
え
て

い
た
。
何
よ
り
大
人
も
子
供

も
一
緒
に
な
っ
て
楽
し
ん
で

い
る
姿
が
と
て
も
羨
ま
し
か

っ
た
の
だ
。
し
か
し
私
の
思

い
と
は
裏
腹
に
議
論
は
進

み
、
結
局
今
年
の
夏
祭
り
は

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
最
寄
り
の

自
衛
隊
や
市
の
夏
祭
り
も

次
々
と
中
止
が
決
ま
っ
て
い

っ
た
。
ま
だ
ま
だ
日
常
を
取

り
戻
す
に
は
時
間
が
か
か
り

そ
う
だ
。

　
そ
ん
な
中
、
６
月
25
日
に

Ｐ
Ｐ
Ａ
理
事
会
と
個
別
面
談

が
開
催
さ
れ
た
。
残
念
な
が

ら
総
会
は
中
止
と
な
っ
た

が
、
キ
ャ
ン
パ
ス
の
雰
囲
気

や
感
染
対
策
を
見
て
い
た
だ

き
、
各
学
科
の
教
員
と
交
流

を
図
っ
て
い
た
だ
く
良
い
機

会
に
な
っ
た
と
考
え
て
い

る
。
ご
参
加
く
だ
さ
っ
た
ご

父
母
の
皆
様
、
ご
協
力
い
た

だ
い
た
関
係
者
の
皆
様
に
心

か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
財
務
部

　
　
　
　
　
　
出
口
　
武
志

　
千
葉
工
業
大
学
80
周
年
を

迎
え
、
現
在
、
年
史
制
作
が

終
盤
を
迎
え
て
い
る
。
連
日

の
よ
う
に
本
学
の
80
年
に
渡

る
歴
史
に
触
れ
、
身
が
引
き

締
ま
る
思
い
を
し
て
い
る
。

　
そ
ん
な
中
、
私
事
で
申
し

訳
な
い
と
は
思
い
つ
つ
、
今

年
一
番
大
事
な
日
と
な
る
７

月
21
日
に
思
い
を
馳
せ
て
い

る
。こ
の
日
は
、私
が
ひ
そ
か

に
想
い
を
寄
せ
る
男
性
ア
イ

ド
ル
デ
ュ
オ「
Ｋ
ｉ
ｎ
Ｋ
ｉ 

Ｋ
ｉ
ｄ
ｓ
」
の
Ｃ
Ｄ
デ
ビ
ュ

ー
25
周
年
記
念
日
。

　
ニ
ュ
ー
ス
Ｃ
Ｉ
Ｔ
を
手
に

取
っ
た
学
生
達
や
、
若
手
職

員
ら
の
「
は
て
？
」「
こ
の

人
な
ん
な
の
？
」
と
い
っ
た

リ
ア
ク
シ
ョ
ン
が
目
に
浮
か

ぶ
。
し
か
し
な
が
ら
、
同
年

代
の
女
子
職
員
や
学
生
達
の

お
母
様
方
の
中
に
は
、
懐
か

し
さ
に
浸
る
く
ら
い
の
方
は

い
る
で
あ
ろ
う
。

　
20
周
年
の
際
に
は
、
デ
ビ

ュ
ー
し
た
年
に
放
送
さ
れ
た

連
続
ド
ラ
マ
が
ス
ペ
シ
ャ
ル

ド
ラ
マ
と
し
て
放
送
さ
れ
興

奮
し
て
い
た
よ
う
な
気
が
す

る
が
、
今
年
は
、
い
ろ
い
ろ

な
音
楽
番
組
で
の
登
場
が
多

く
、
毎
日
ウ
キ
ウ
キ
、
ワ
ク

ワ
ク
が
止
ま
ら
な
い
。
編
集

だ
よ
り
で
話
題
に
す
る
だ
け

で
ド
キ
ド
キ
そ
わ
そ
わ
。
乙

女
か
！
と
自
分
で
突
っ
込
み

を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

　
入
試
広
報
部

　
　
　
　
　
　
大
橋
　
慶
子

 

コ
ロ
ナ
禍
直
前
に
奈
良
か

ら
越
し
て
き
た
。
爾
来
、
小

さ
な
こ
と
ば
か
り
だ
が
何
か

と
驚
く
こ
と
が
あ
る
。
着
任

前
の
住
居
探
し
の
帰
路
、
総

武
線
の
車
窓
か
ら
ス
カ
イ
ツ

リ
ー
の
背
後
に
富
士
山
の

（
日
暮
れ
時
だ
っ
た
せ
い
か
）

大
き
な
影
が
見
え
た
の
が
最

初
。
一
方
入
居
し
た
ア
パ
ー

ト
か
ら
の
眺
め
は
３
６
０
度

平
坦
で
、
こ
ん
な
の
も
初
め

て
。
奈
良
で
は
若
草
山
が
見

え
た
。
今
は
ビ
ル
と
住
宅
だ

け
。
関
東
平
野
広
い
。
と
思

っ
て
い
た
が
、
冬
の
晴
天
の

朝
に
限
れ
ば
、
ア
パ
ー
ト
の

バ
ル
コ
ニ
ー
か
ら
も
富
士
山

が
望
め
る
の
に
気
づ
い
た
。

  

ふ
な
っ
し
ー
は
知
っ
て
い

た
が
、
千
葉
県
が
梨
の
生
産

量
日
本
一
と
は
知
ら
な
か
っ

た
。
さ
し
て
好
物
で
も
な
か

っ
た
が
、
近
所
の
梨
園
に
行

っ
て
考
え
が
変
わ
る
。
昨
年

は
猛
暑
の
た
め
収
穫
が
早
ま

り
、
幸
水
も
豊
水
も
買
い
そ

び
れ
て
し
ま
っ
た
。
秋
月
で

も
十
分
満
足
し
た
け
れ
ど
。

シ
ー
ズ
ン
間
近
、
今
年
は
出

遅
れ
な
い
よ
う
、
梨
園
の
ブ

ロ
グ
を
見
張
る
。

　
最
近
は
、
テ
レ
ビ
の
天
気

予
報
で
映
る
千
葉
県
の
輪
郭

が
、
目
を
凝
ら
さ
な
く
て
も

赤
い
ネ
ズ
ミ
（
？
）
に
見
え

る
。
突
然
届
い
た
四
季
雑
感

の
執
筆
依
頼
に
も
驚
い
た
。

論
文
執
筆
の
数
倍
難
し
い
が

こ
れ
は
予
想
通
り
。

　
人
工
知
能
・
ソ
フ
ト
ウ
ェ

　
ア
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
新
保
　
　
仁

夏期休業期間８月１日（月）～９月14日（水）※期間中の土・日・祝日と一斉休暇（８月10～16日）期間中は窓口を休業します

み
よ
う
」
や
、
津
田
沼
キ
ャ

ン
パ
ス
を
効
率
的
に
見
学
で

き
る
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
も

好
評
で
、
初
夏
の
さ
わ
や
か

な
日
差
し
の
中
、
学
生
や
高

校
生
の
笑
顔
が
あ
ち
こ
ち
で

見
ら
れ
た
。

　
ほ
か
に
も
、
▽
コ
ン
ピ
ュ

ー
タ
演
習
室
を
の
ぞ
い
て
み

よ
う
！
▽
図
書
館
見
学
▽
災

害
対
応
ロ
ボ
ッ
ト
大
公
開
！

▽
音
環
境
実
験
ス
タ
ジ
オ
体

験
▽
工
作
セ
ン
タ
ー
見
学
▽

材
料
解
析
室
見
学
｜
｜
な
ど

の
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
た
。

　
受
験
生
た
ち
は
「
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
は
分
か
ら
な
い

こ
と
が
あ
っ
た
の
で
、（
対

面
方
式
で
）
た
め
に
な
っ

た
」「
入
試
の
詳
細
や
、
学

部
の
雰
囲
気
が
知
れ
て
よ
か

っ
た
」「
学
生
さ
ん
の
対
応

が
よ
く
、
楽
し
く
見
学
で
き

た
」
｜
｜
と
、
好
意
的
な
意

見
を
寄
せ
た
。

　
次
回
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ

ス
は
７
月
31
日
（
日
）、
新

習
志
野
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催

さ
れ
る
予
定
。

対
面
、予
約
、２
部
制
で

６
月
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

開
く

午前・午後の組に分けて入構前に検温 チバニーも受験生たちを案内

音環境実験スタジオで 在学生に聞いてみようコーナー 図書館を見学

　「
第
25
回
ふ
な
ば
し
環
境

フ
ェ
ア
〜
見
よ
う
、
知
ろ

う
、
踏
み
出
そ
う
、
地
球
の

今
と
未
来
の
た
め
に
」（
船

橋
市
の
フ
ェ
ア
実
行
委
員
会

主
催
）
が
６
月
18
日
、
ふ
な

ば
し
三
番
瀬
海
浜
公
園
・
環

境
学
習
館
で
開
催
さ
れ
た
。

本
学
は
文
化
会
環
境
科
学
研

究
会
（
部
長
・
田
中
緑
さ
ん

先
端
材
料
工
学
科
２
年
、

部
員
29
人
）
と
生
命
科
学
科

・
村
上
和
仁
教
授
の
研
究
室

が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
掲
げ
る
17

の
目
標
に
沿
っ
て
出
展
し
、

参
加
者
た
ち
と
交
流
し
た
。

　
■
環
境
科
学
研
究
会
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
６
「
安
全
な
水
と
ト

イ
レ
を
世
界
中
に
」
関
連
）

写
真
上
　
継
続
的
に
実
施

し
て
い
る
印
旛
沼
の
水
質
調

査
結
果
を
パ
ネ
ル
展
示
し
、

ｐ
Ｈ
メ
ー
タ
ー
、
パ
ッ
ク
テ

ス
ト
、
ク
リ
ー
ン
メ
ジ
ャ
ー

で
水
質
分
析
の
デ
モ
ン
ス
ト

レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

　
■
村
上
研
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
14

「
海
の
豊
か
さ
を
守
ろ
う
」

関
連
）

写
真
下
　
３
年
次

後
期
に
研
究
室
単
位
で
開
講

さ
れ
る
生
命
科
学
準
備
実
験

で
実
施
し
た
、
谷
津
干
潟
保

全
に
関
す
る
調
査
研
究
（
環

境
変
遷
▽
水
質
評
価
▽
底
生

物
及
び
付
着
珪
藻
に
よ
る
環

境
評
価
▽
水
環
境
健
全
性
）

を
パ
ネ
ル
展
示
。
会
場
で
来

場
者
参
加
型
の
水
環
境
健
全

性
指
標
調
査
も
行
っ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
策

を
し
て
行
わ
れ
た
が
、
晴
天

に
恵
ま
れ
て
48
団
体
約
２
４

０
０
人
が
来
場
。
行
政
関
係

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
出
展
が
多
く
、

生
態
系
調
査
や
環
境
分
析
で

有
意
義
な
情
報
交
換
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。

環
境
科
学
研
・
村
上
研
が
出
展

■
　
第
25
回
ふ
な
ば
し
環
境
フ
ェ
ア


